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【サークル概要】 
東京⼤学データサイエンス研究会 UTT Dataは、「⾃⾝の学びにデータサイエ
ンスの⼿法を活かし、学びを深めること」を⽬的に2019年12⽉に設⽴された勉
強サークルです。近年データ分析や統計学を題材としたビジネス書が多く出版
されるなど、データサイエンスはアカデミックだけでなくビジネスでも注⽬を
浴びています。データサイエンスの⼿法を社会科学や⼈⽂科学に活⽤すること
で定量的に事象を捉えることができ、定性的視点からは得られない発⾒が可能
です。UTT Dataではデータ分析や統計学について、学⽣間で交流しつつ理論
と実証の両⾯から学習を進めています。我々と⼀緒にデータサイエンスという
強⼒なツールを習得し、ご⾃⾝の関⼼分野への理解を深めてみませんか？ 
 
【メンバーの状況】(2021.1.16現在) 
学年 ⼈数 所属(⼤学名が書かれていないものは東京⼤学) 
B1 5 ⽂Ⅰ:1,⽂Ⅱ:2,理Ⅰ:1 

東京⼥⼦⼤学現代教養学部1 
B2 6 ⽂Ⅰ:1,⽂Ⅱ:3 

早稲⽥⼤学⽂化構想学部1,早稲⽥⼤学政治経済学部1 
B3 8 経済学部3,⽂学部1,教育学部1,後期教養1,⼯学部1,農学部1 
B4 12 法学部5,経済学部3,⽂学部2,教育学部1,後期教養1 
M1 1 数理科学研究科 

 
【活動内容】 
関⼼分野が重なるメンバーが集まって学習を進める分会が活動の中⼼です。各
分会は⼤体4⼈から6⼈で構成されています。詳しくはHPの分会⼀覧をご覧くだ
さい。 
＜これまでに開催された分会の⼀部＞ 
・データ分析や統計学の参考書の輪読 
・RやStanを⽤いた計量解析 
・データ分析コンペティションへの出場(受賞経験あり) 
https://uttdata19.wixsite.com/uttdata19/%E5%88%86%E4%BC%9A%E4%B8%80%E8%
A6%A7 
 
分会を提案することでご⾃⾝の関⼼に沿って学習を進めることが可能です。 



【活動場所】 
コロナ禍のため、SlackとZoomを使⽤して完全オンラインで活動しています。
2021年から会員間の交流を深めるため、Discordの使⽤も始めました。 
 
【活動頻度】 
活動頻度は分会によりますが、毎週か隔週の決まった曜⽇に開催される分会が
多いです。 
 
【募集要項】 
学習意欲の⾼い⼤学⽣のうち 
・RやPython、Stanなどを⽤いたデータ分析 
・数理統計などの数理⼿法 
・データを⽤いた社会科学・⼈⽂科学(経済学・政治学・社会学・⾔語学など) 
などに興味がある⽅を募集します！ 
ここに書かれていない分野でも、データを活⽤した学習に興味があればぜひご
応募ください！ 
 
⼤学、学部、学年、修⼠博⼠課程などは問いません。応募者多数の場合は抽選
となりますが、⾯接などは実施しません。 
※会員料はありません。ただし教科書代など、分会でかかる費⽤は各⾃での負
担をお願いします。 
 
【現メンバーからの声】 
・分会で⾃分のやりたいことができる。 
・1⼈では飽きて挫折してしまうので分会でモチベーションを維持できる。 
・他分野の研究の話を聞くことができるので⾯⽩い。 
・分会で得た知⾒をレポートなどで応⽤することができた。 
・⾃分から分会に参加しないと成⻑は少ない。 
 
【よくある質問】 
Q1.学習のレベルはどれくらい？ 
基本的には東⼤の⽂系学部⽣を想定していますので、数学については⾼校数学
ⅡBまでを前提とします。統計学については統計検定2級程度の知識を前提とし
ています。前期教養では基礎統計レベルです。 
 
Q2.初⼼者だけで集まってデータサイエンスの勉強ができるの？ 



可能です！早稲⽥⼤学でRやStataを⽤いて計量解析を教えていた⽅がアドバイ
ザーとして参加しています。良質な参考書の紹介や論⽂コンペでのアドバイス
などをいただいており、初⼼者でもデータサイエンスを学ぶことができます。 
 
Q3.メンバーの関係はどんな感じ？ 
同じ分会に参加していたメンバーと新しい分会を⽴てたり、論⽂コンペに参加
したりするなど、分会を軸に親しくなり活動の幅を広げています。2021年から
Discordを導⼊し、気軽に通話できる関係を⽬指しています。 
 
Q4.データサイエンスの⾯⽩みは？ 
感覚的なものを理論的に裏付けられたり、予想に反する結果が出てきたりする
ことです。プログラミングを通してデータを可視化することができるのも⾯⽩
いです。 
 
Q5.データサイエンスということはプログラミング⼒必須？ 
必須ではありません。弊サークルでは、「データに基づいて推論や判断を⾏う
科学的活動全般」がデータサイエンスであると考えています。プログラミング
を使わなくてもデータサイエンスに触れることは可能だと考えています。プロ
グラミングについては、分会に参加して少しずつ習得していけば問題ありませ
ん。 
 
Q6.どんな⼈が多い？ 
穏やかな性格の⼈が多いです。卒業⽣は⼤学院進学や官公庁に就職する⼈が多
いです。 
 
その他質問があれば、ホームページ下の連絡先からお気軽にお尋ねください。 


